
と
じ
て
お
く
と
役
立
あ
ま
す
 

記 
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七
月
二
十
六

日
（
金
）
 
晴
 

ー
 
こ
の
夏
、
最
 

高
の
猛
暑
？
・
 

に
あ
vー
 
摂
氏
三

十
二
・
 

一
 
五
度
、
稲
作
に
 

良
し
。
 

午
前
中
、
カ
ゼ
の
た
め
西
北
 

~
ー
コ

1な
球
り
セ
土
下
 
二

1
／
無
コ
フ
亭
フ
手
墜
畜
喜
シ
ノ
ー
虫
ノ
ー
 

I
-
I
 

~/
l
 
?

ー
鷲
系
合
場
釜
郵
分
祭
 
笑
早
ツ

V
)

合
老
嘉
に
否
奏

l
 
W
i

帯
 
ゴ

水
、
I
 
t

せ
ル
 

 
~
 l

 
は
 
て
 
あ
に
す
は
球
十
 
会
八
 
す
に
少
ぶ
半
い
い
家
へ
 
’
 

'
 

 
‘
 
 
,
 

~
ザ
 
里

I昌房
東
妻

-
I
:
:
 

書
是
？
今
雀
奮
、
臭
己

i
:
 
I
I
 
0
 
:
l
j

良
五
摂
高
 
日
 
~
 

~
虜
レ
 
モ
‘
麓

R手奮
夫
こ
 
房
胃
＝
＝
暴
言
ご
ぢ
ま
ま
「
 

O
U
0

監
些
星
宣
釜
青
 
ノ
ナ
 
~
 

ミ
 
、
ー
 
ま
 
手
少
 
も
が
 
る
 
日
 
で
対
 
大
 
っ

1
 

白
 
う
 
う
 
っ
 
め
 
樋
十
暑
夏
、
ー
ノ
二
 
り
ノ
く
 
」
 

’
い
 
う
 
が
年
 
し
 
、
の
に
 
す
抗
 
会
た
 
ブ
い
の
子
 
ど
 
西
 
作
二
 
？
 
ゴ
 
十
 
／
 

,
 

~
つ
 
の
い
野
八
そ
で
県
 
力
少
 
が
。
を
野
で
供
う
北
に
’
最
晴
六
 

4
 

ミ
 

中
央
病
院
へ
。
 

午
後
、
家
内
か
ら
、
 「
ど
う

し
て
も
会
い
た
い
と
い
う
子
供

達
が
来
て
い
る
」
と
い
う
の
で

玄
関
に
出
て

見
た
ら

白
い
野

球
帽
を
か
ぶ
り
、
グ
ロ
ー
ブ
を

手
に
し
た
少
年
達
で
あ
っ
た
。
 

「十
八
日
に
少
年
野
球
大
会
が

あ
る
の
で
す
か
ノ
」
 

「
え
ッ
 

？
・」
 

「
八
月
十
八
日
に
町
内
対
抗
少

年
野
球
大
会
が
あ
る
の
で
す
か

ノ
・
」
 

「
そ
れ
が
 

？
・」
 

「
八
月
十
七
、
十
八
日
に
県

下
少
年
野
球
大
会
が
あ
る
の
で

す
。
私
達
は
南
小
で
す
が
、
そ

れ
に
出
場
す
る
の
で
、
も
し
八

月
十
八
日
に
町
内
対
抗
少
年
野

球
大
会
が
あ
る
と
、
選
手
が
い

な
く
な
っ
て
困
っ
で
し
ま
う
の

で
す
」
 

「
だ
か
ら
 

」
 

こ
ん
ど
は
 皆
ん
な
で
 
い
っ
 
 た

。
 

「
八
月
十
八
日
の
町
内
対
抗
 

を
の
ば
し
て
く
だ
さ
い
」
。
 

私
は
す
っ
か
り
面
喰
っ
て
し

ま
っ
て
せ
き
こ
み
な
が
ら
、
太
 

陽
と
雪
の
課
へ
連
絡
を
と
ろ
う
 

と
し
た
が
、
あ
い
に
く
皆
不
在
 

と
い
う
の
で
、
や
む
な
く
教
育
 

長
に
 電
話
に
出
て
』
い
た
だ
い
 

た
。
 

「
八
月
十
八
日
の
町
内
対
抗
 

少
年
野
球
大
会
の
こ
と
は
、
私
 

も
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
 

か
く
そ
の
生
徒
達
を
私
の
と
こ
 

ろ
に
よ
こ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
 

い
う
。
 

を
 
を
ん
 
。
り
 
し
 
。
ト
 
ま
 
大
月
 
私
 
ど
走
元
れ
 
。
よ
 
そ
 
く
 
野
八
 
国
 
う
 
た
雪
て
 
は
ば
八
 

~
 
早
亨
愁
が
工
 
乞
だ
貧
言

Q
)
t

ユ
冬
を
 

F
2
智
墜
星
 
露

2被2甘
三
シ
旦
 

'
 
I
-
.
 
4

し
 
ノ
 
‘
 
ー
、
 

 
C
 

 
、
ノ
 
ー

,
J
 
j
'
)

ソ
 
、
ー
 
、
 

 
I
I
J
 

 
エ
 
、
 
」
＝
 
巴
・
 

 
v
/
 
H
 

 
ー
，
一
 
、
、
 

 
v
 

．
里
 
“

7、
 
ノ
 

I、
ー
 

 
H
 

‘
 
つ
 
ロ
主
 

1
 

山
’
 

1
 
.
1
.
 
h
 

 
プ
 

H
,
 
l

ー
 
ノ
ハ
 

 
l
ニ
 
中
 
‘

J
 
.
l

ゴ
 
」
 

 
J
 

 
●
一
 

 
I
T

、
 
、
．
 
ユ
ー
 

1‘
ー
 
，
セ
 
，

,
 
1

石
〒
 
，
 
ノ
，
、
 

‘
 
ド
月
 
ビ
二
 
‘
さ
 
つ
 
オ
つ
 
ソ
 

,
j
 
r
i
 
z
'
l
J
 
1
 
J
 
J

又
 
し
 

I、
ー
 
乞
 
ノ

1ノ
 
ー
 

 
v
ノ
 
’
」
で
丁
‘
一
 
月

1廿
 
は
 
“
」
」
 

 
e
 
v

ソ
 

こ
れ
を

伝
え
る
と

少
年
達

は
、
元
気
ょ
く
市
民
会
館
に
向

け
て
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。
 

ほ
ど
な
く
、
こ
の
少
年
達
は

再
び
私
の
家
を
訪
ね
て
来
た
。
 

「
九
月
一
日
に
町
内
対
抗
少
年

野
球
大
会
が
延
び
る
よ
う
で
す

が
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

の
で
 よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
」
。
 

そ
し
て
声
を
そ
ろ
え
「
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ノ
・
」
。
 
私
は
ほ
っ
と
し
て
、
こ

の
な
ん
と
も
晴
れ
晴
れ
し
た
陳

情
団
を
見
送
っ
た
っ
 

剥 tI 
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①
 

卵 部 
（昭和33年9 月旧日第 3種郵便物認可） 

   

えhかわら 
発行所 

五所川原市役所 

334号 

昭和49年 B 月巧日 

印 刷 日刊民友新聞れ 

 

男
女
 

人
 

只
〕
 

口
 3
 

n
×）
 

人
 

の
 5】
 

市
 

25. 050人 世帯数 	13、74 1世帯 

26, 788 人 	(49年 8 月 1 日現在）住民基本台帳から 

  

どよめき、人の輪、人の波、火のまつり 

出店、売り声、水面のきらめき。 。 

火まつり 虫の昇天 
たそがれ、御神火、色つき煙り、 

笛ふき、獅子舞う、タイコの響き 

 



②
 

つかの間 雪国の夏 

夏まつりにお礼 8月 3 日から5 日間開かれた「五所川原夏まっり 

」では、みなさんのご協力により花火、虫おくり大会、ねぶた運行など

の行事を無事終わることができました。この間、関係方面から寄せられ

たご理解とご好意に対し心からお礼を申しあげます。五所川原市長 佐

々木栄造、五所川原商工会議所会頭 村上純一、五所川原青年会議所理

事長 坂本憲昭、五所川原観光協会会長 斎藤昇 

（毎月 1日 15日発行） 

h
ノ
 

ノ
、
 

お
 

虫
 

市
議
会

臨
時
会
 

市
議
会
第
三
回
臨
時
会
は
、
 

七
月
二
十
九
日
開
か
れ
、
次
の

二
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
四
十
九
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
 

七
百
八
十
四
万
四
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
三
十
五
億
四
百

六
十
五
万
 
六
千
円
と
 
しま
し

た
。
 三

歳
児

の
集
団

検
診
 

五
所
川
原
保
健
所
は
、
次
の

日
程
 
に
よ
り
、
 「
三
歳
児

集

団
検
診
」
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん
に
は

検
診
を
う
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▽
該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん
 

市
内
に
住
ん
で
い
る
三
歳
児

▽
と
き
 
八
月
二
十
一
、
一
一
 

"

‘
ぐ
く
‘?

"
？
・

？

く
‘、
、
、

“

"
"

“
、
“

"

"
"

“
、
、
“
、

“

？
ミ

“
"
  

こ
と
し
は
、
外
国
人
登
録
法
 
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
〉
 

に
よ
り
、
登
録
証
明
書
の
き
り
 
さ
い
o
 

)
 

か
え
を

す
る
年
に
 
あた
り
ま
 
手
続

き
に
必
要
な
も
の
 
》
 

す
。
 

・
 
◇

い
ま
ま
で
の
外
国
人
登
録

一
 

登
録
証
明
書

の
 き
り
か
え
 
証
明
書
 

（
 

は
、
新
規
登
録
の
日
、
ま
た
は
 
◇

登
録
事
項
研
認
申
請
書
（

)
 

前
回

（昭
和
四
六
年
）
に
確
認
 

一
通
）
 

一
 

騒

醜
競
外

国
人
登
録
証明
書
 
綴
野
翼
《
 

・

過
す
る
日
の
前
 

き
り
か
え
を
忘
れ
ず
に
 
の
方

は
写

真
「
 

一
三
十
日
以
内
に
申
請
し
な
け
れ
 
（
三
枚
）
 

一
 

‘
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 

（
提
出
日
前
六
カ
月
以
内
に
 
「
 

い
 
今
回
該
当
す
る
方
は
、
市
窓
 
無
帳
で
撮
影
し
た
五
セ
ソ
チ
正

”
 

両
 口
サ

l
ビ
ス
課

（
内
線
二
七
七
 
カ
形
で
，
正
面

よ

＋
身
の
も
》
 

一
番
）
 へ
木
人
が
出
頭
の
う
え
手
 
の
。
裏
面
に
氏
名
、
生
年
月
日

（
 

、
続
き
を
し
新
し
い
外
国
人
登
録
 
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

)
 

…
、
…》
●…
●
…
●
、
ら
 

十
二
、
二
十
三
の
三
日
間
。
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か

ら
 ▽

と
こ
ろ
 
三
日
間
と
も
市

中
央
公
民
館
 

.’り’ 

納税は 納期内に 

個人事業税第 1期分の納期限は 

8 月 31 日 
〇納税組合員は 組合を通じて納

めましよう 

▽価格 185円 

ポケットサイズ、手帳用紙（ 

極上）使用 

▽予約締切 9月 10日 

▽申込み 行政連絡員または 

各支所へ 

▽発行 10月下旬 くわし 

くは、市商工観光課へ 

生活環境 

パトロール本部 
住みよい 

一＝~～ 環境づくりに 

竪タ／喝⑤ 14M ／媛謬／喝⑤ 14M 



う
ま
い
米
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
、
五
所
川
原
 
一

地
区
も
み
ず
り
精
米
組
合
な
ど
市
内
の
三
つ
の
も
み
、
 

一

ず
り
精
米
組
合
が
九
月
早

々
？
本
化
し

「
五
所
川
原
 

一

市
も
み
ず
り
精
米
組
合
（
仮
称
）
」
を
設
立
す
る
こ

‘
 
>
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

～
 

新
規
加
」
入

・
を
受
付

け
 
中
 

一
 

「ーー結核検診つ 
Lー一もれなくうけましょう・」 

レントゲンカーによる検診を次の日程でおこないます。 

地 	区 	名 月 	日 場 	所 時 	問 

田
-
t
 

‘
ー
 

I
I
 

 

岡
木
山
坂
沢
I
I町
 

福
松
若
石
戸
興
平
 

、
牛
 

朝
  

9 月 5 H 
（木） 

ク 

ク 

佐々木商I'i「前
長 尾 商 IJi 前
石岡治男宅前
公 民 館 前
公 民 館 前
興隆集会所前
警 鐘台付 近 

9.30-10.15 
10.25- 11.05 
11 .15- 11.50 
12.40- 13.15 
13.25--- 14.00 
14.10- 14.45 
14.55-- 15.20 

田
高
福
鶴
上
下

川
瀬
井
岡

川
川
 

ケ
藻
藻
  

。
J
 

H
  

6
、
 
 

月
。
 
一
一
 

小 学 校 前 
神 	社 	前 
小笠原清衛宅前 
農 	協 	前 
農 協 倉 庫 前
大 川 商 IIii 前 

9.20-- 	9.50 
10.00- 10.40 
10.50- 11.20 
11.30- 12.20 
13.10-.14.00 
14.05- 14.45 

俵 
原 	 了 
前日理F月 二ッ谷
前田 野目中村
前田，F目J民立 
高 	野 
I寺 

9 月12口 
( 	i-  i) 

警 鐘 台 前
阿 部 商 1「 ii 前
西塚石lIII 店前
前川野目公民館前
新谷啓一宅前
高 野 十字 路
三 上 商 居 前 

9.20- 10.00 
10.10- 10.50 
11.00- 11.30 
11.35- 12.00 
12.40- 13.10 
13.20-14.10 
14.20- 15.00 

（
母
」母
）
母
 

一
I
・
《
ー
 

 

I
I田
田
泉

沢
 

ド
E
中
中
羽
  

》・r
 
 

木
  

9 月13日 
（火j 

教 円 寺 前
成「引理容所前
梅 沢 支所 前
中泉公民館前 
L 和 支所 前 

9.20- 9.50 
10.00- 10.35 
10.45- 11.20 
11.30-12,:3 
13 .20-- 	14.:J 

⑤4321 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

て
く
れ
ま
す
。
 
〇
次
表
は
、
 

何
年
度
の
出
稼
ぎ
相
談
件
数
。
 
<
 

△
グ
ル
ー
プ
就
労
V
を
お
十
、
 
4
3
2

5
3

3

2
2

す

す
め
し
ま
す
o
 

件
 

2

喋
 

事
業
所
で
知
ら
な
，
人
と
働
 
ひ
 

く
よ
つ
、
グ
ル
『
プ
で
就
労
す
 

着

通
償
 
払
 
丸

る
と
気
心
の
あ
っ
た
者
と
い
っ
 目

未
不
補

故

不
労

他
 
締
 

し
ょ
に
楽
し
く
働
く
こ
と
が
で

項
糠

信

業
事

金

就
知
計

甥

き
ま
す
。
ま
た
、
代
表
者
で
用
 

離
音

休
 
賃
 
・
 

ぐ
 

か
、
な
ど
。
 

、
．ノ
 

nく
v
 
〔
／」
 
に
J
 
(‘
〕
 
〔
‘ロ
 

③
 一

 
自
分
の

体
の
 

お
く
よ
う
に
。
 こ
と
に
、
血
圧

を
は
か
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
o
 

出
か
せ
ぎ
先
で
の
病
気
、
ま

た
は
、
こ
れ
が
も
と
で
死
亡
す

る
出
か
せ
ぎ
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
健
康
な
体
で
就

労
す
る
よ
う
に
。
 

「出
稼
者
傷
害
保
険
」
に
加

入
を
 

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
て
お
 

具
合
を
知
り
て
 

た
場
合
解
決
し
 

」
 

市
税
完
納
、
五
千
百
余
人
 

位
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
 

こ
の
た
め
、
乾
燥
、
も
み
ず

り
機
を
備
え
米
の
乾
燥
と
も
み

ず
り
調
整
の
作
業
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
 

き
ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。
加
入
の
手
続

き
は
農
協

へ
。
 

出
か
せ
ぎ
前
、
次
の
こ
と
は

家
族
に
し
ら
せ
て
お
こ
う
。
J
 

自
分
の
行
く
事
業
所
名
、
住

所
、
仕
事
の
内
容
。
ど
ん
な
方
 

法
で
家
に
送
金
す
る
の
か
。
る

す
中
家
の
仕
事
を
ど
う
や
る
の
 
 

助
に
組
合
に
加
入
さ
れ
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

加
入
さ
れ
る
方
は
、
次
の
設

立
準
備
委
員
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
地
区
代
表
 
大
邑

与
造
、
松
島
地
区
代
表
 
鹿
内

武
雄
、
七
和
、
長
橋
地
区
代
表

今
義
衛
（
敬
称
略
）
 

事
が
た
り
る
な
ど
の
利
点
が
あ
 
（
 

り
ま
す
。
何
か
あ
っ
て
も
お
互
 
）
 

い
相
談
し
た
り
、
助
け
あ
っ
て
 
〈
 

ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

~
 

就
労
先
の
職
業
安
定
所
と
数
 

働
基
準
監
督
署
の
名
前
と
所
在
 
一
 

地
、

電
話
番
号
を
確
め
て
お
く
 
<
 

よ
う
に
。
こ
こ
 

は
働
い
て
い
る
 

、
 

四
十
八
年
度
の
市
税
完
納
表

彰
式
が
八
月
二
十
八
日
 
（
水）
 

午
前
十
時
か
ら
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

四
十
八
年
度
の
市
税
完
納
者

は
、
全
部
で
五
千
百
五
十
一
人

あ
り
、
こ
の
う
ち
表
彰
年
に
あ

た
る
一
年
、
三
年
、
五
年
、
七

年
、
十
年
、
十
五
年
完
納
の
一
一

千
三
百
六
十
一
人
が
表
彰
さ
れ

ま
す
。
 

な
お
、
完
納
者
で
こ
と
し
表

彰
年
に
あ
た
ら
な
い
方
の
氏
名

が
九
月
一
日
付
け
市
広
報
に
掲

載
の
予
定
で
す
。
 

当
日
は
、
表
彰
式
の
あ
と
津

軽
民
謡
大

会
が
あ

り
ま
す
の
 
 

特
別
福

祉

手
当
 

三
千
円
を

支

給
 

該
当
者
は
申
請
を
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
重
度
の
身
体
障
害
と
重

度
の
精
神
薄
弱
が
重
複
し
て
い

る
児
童
を
養

育
し
て
 
い
る
た

め
、
日
常
生
活
で
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
父
母
な
ど
に
対

し
て
新
し
く
四
十
九
年
九
月
分

か
ら
ひ
と
り
に
つ
き
「
特
別
福

祉
手
当
」
月
額
」
『
〇
〇
〇
円

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 
 

た
。
 
こ
の
た
め
、
該
当
者
は

係
ま
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

連
絡
先
 

市
福
祉
事
務
所
、
福
祉
係
 

小
売
商
（
販
売
 

士
）
検
定
試
験
 

▽
と
き
 
九
月
四
日

（
水
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
商
工

会
議
所
 

▽
申
込
み
 
八
月
十
九
日
迄

▽
申
込
み
方
法
 
受
験
料
千

四
百
円
を
そ
え
、
受
験
願
書
に

記
入
し
て
商
工
会
議
所

へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
良
質
米
品
種
の
作

付
転
換
を
す
す
め
て
い
る
市
な

ど
関
係
機
関
が
協
力
し
、
米
の

最
後
の
仕
上
げ
作
業
で
あ
る
乾

燥
、
も
み
ず
り
調
整
に
力
を
入

れ
、
米
の
主
産
地
と
し
て
の
地
 

、
 

〉
 
必
ず
健

康
 

よ
う
に
o
こ
こ
 
～
 

へ
 
嘱

唾
ー
 
◇
健

康
診
断
を
う
け
そ
か
ら

◇
 
は
働

い
てい
る
一
 

）
 
自

分
グ
ー体
 

―
 

と
き
何
か
お
き
 
（
 

と
き
何
か
お
き

た
場
合
解
決
し
 

二
十
八
日
、
表
彰
式
 

 

で
、
み
な
さ
ん
の
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

 

 

 

特
別
児
童
特
別
福
祉
 

十

扶
養
手
当
 
手

当
 
，
かロ

 

一
二
 
三
三
、
〇
 

一
四
、
三

〇
〇
円
 
〇
〇
円
 
〇
〇
円
 



「鷲維鷲 

④ 

I 消防会館が完成 市庁舎北側に昨年8 月下旬

言 から着工していた消防会館三手真一が完成、このほど引越 

I ししました。鉄筋コンクリニト 3階建て。総面積1,36 1平

！ 方メートル。1階車庫、ホール、受付、待機室、機械兼倉庫。 

2階署長室、通信、待機室、仮眠室、講堂、会議室（大、小） 

カ 食堂。3階消防長室、消防次長室、倉庫など。五所川原消防署

メ が 1, 2階、五所川原地区消防本部が 3階c・, 

愛車を駆って 県サイクリソグ協会（佐々木栄造 
会長）主催の第 6回青森県サイクリングラリーは7月28日、五

所川原～高山稲荷神社間往復引，5キロコーニスでおこなわれまし

た。この日は、あさから曇り空の蒸し暑い天気でしたが、地

元五所川原をはじめ県内各地からおよそ200人が参加し、日頃

手入れした愛車を駆ってみちのく路を走破しました。 

し、 

「朝市」店開き 市庁舎前の「おまつり広場」で、 
8月 1 日から恒例の「朝市」が店開き。 「新鮮で市価より安い 

」 と狂乱物価に』・り回されている主婦たちにウケている。冷凍

保存で年中出回る下りモノ野菜にないなにかがある。 A季節盛 

、A 手づくりの味、か。 「ナスもキウリもギオギオだ」 と売さ

子のおばあちゃん。 「朝市」は、毎朝7時まで。11月いっぱい

開かれます。 
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三
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髭
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霞
護
艇
麟一
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一）
 

だ
け
で
は
期

間
が
 
たり
な
く

ー
 

て
、
年
金
を
う
け
ら
れ
な
い
こ
 
一
 

と
に
も
な
り
ま
す
。
 

一
 
一
 

「
 

一
庶
 
か
 

冷
 
柵
 
標
 

」
！
《
 

つ
 
×
 

・
レ
 
さ
 

一
 
た
だ
、

国
民
年
金
の
か
け
金

一

一
 
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
 
を

滞
納
t
て
い
る
期
間
が
あ
っ

一
 み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
 「出
 
た
り
、

女
性
の
方
が
勤
め
を
や

一

か
せ
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
入
っ
 

め
た
と
き
、
厚
生
年
金
保
険
の
 

ー
 た
り
し
た
の
で
、
厚
生
年
金
も
 
脱
退
手

当
金
の
支
給
を
う
け
て
 
》
 

器
麟
難
餓
誌
景
鷺

」加
い
発諮
 

一
 で
は
な
い
か
」
と
心
配
し
て
相
 
就

職
し
た
よ
う
な
と
き
、
こ
れ
 
，
 

一
談
に
訪
れ
る
方
が
お
り
ま
す
．
 

ま
で
の
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

一
 
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
 
い
た

期
間
が
通
算
さ
れ
な
い
こ
 
「
 

（
 に
加
入
し
た
期
間
は
つ
な
い
で
 
と

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

一
 
一
定
の期
間
が
あ
れ
ぱ
、
加
入
 
ほ
し

い
も
の
で
す
。
 

（
 
した
制
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
老
齢
 
国
民
年

金
に
入
っ
た
り
や
め

一
年
金
が
支
給
さ
れ
る
し
く
み
に
 
た

り
す
る
と
き
は
、
き
れ
め
の
 

一
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
 
な

い
よ
う
す
ぐ
手
続
き
を
す
る
 

、
 

一
だ
さ
い
。
 

・
 

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
 

」
 
わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
の
 

ほ
か
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
、
 

共
済
組
合
な
ど
全
部
で
八
つ
の

年
金
制
度
が
あ
り
、
国
民
は
必

ず
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入

し
、
だ
れ
で
も
老
齢
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
退
職
し
た
り

職
場
を
か
え
た
り
し
ま
す
と
、
 

加
入
す
る
年
金
制
度
も
か
わ
る
 

ぎさやか、抵抗？ 曇天下、むせ返る草いきぢ 
れ。青田、畦、水面のきらめき。健在、＜水車＞若夫婦。足掛 ア

け、踏み、ゆっくり。時間の回帰。背景。く機械万能、物質、 イ

合理化社会、電力削減時代。7月28日（日）。小曲＞ 

》
 

》
 
」
 

）
ん・
一
 

一
録」
篇
碑
 

職場がかわっても安心です 

ー―  ◇◇◇ー 一 

今こくみんねんきん◇ 

一
ら・

・ 場 

●」 ◇
 

す
 

そ
こ
で
、
加
入
し
て
い
る
年
一
 

は
 

金
制
度
が
か
わ
っ
て
も
、
そ
れ
一
 

ぞ
れ
の
加
入
期
間
を
合
算
し
、
 
一

必
要
な
年
数
の
か
け
金
を
納
め
 
「
 

て
い
れ
ぱ
、
老
齢
年
金
は
支
給

一

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
 
（
 

こ
れ
を
通
算
年
金
制
度
と
い
い
 
「
 

ま
す
。
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広
 報
 
の
 
早
 
期
配
 
布

に
 
こ
 
協力

く
 
た
 さ
 
い
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